キョウイク ジッシュウ ニオケル ガクセイ ノ セイチョウ チュウガッコウ ホケン タイイク カ ノ ジュギョウ ジッセン オ トオシテ by 内田 雄三
原著論文
179
白鷗大学教育学部論集
2015, ９（１）, 179−199
教育実習における学生の成長
　 中学校保健体育科の授業実践を通して 　
内　田　雄　三１
１　問題の所在
　教員の資質向上が叫ばれて久しい。年次研修制度や教員免許状更新講習
などの受講を通し、現職教員は学内学外に場を求めて自身の力量形成や授
業力向上に努めることが要求されている。教育基本法第9条第1項では、
教員に対して研究と修養に励み職責の遂行に努めること、第2項では教員
の身分の尊重や待遇の適正化を示しているが、いわば整備された職務環境
で教員は自身の研鑽に努めよ、と言い換えることができる。また教育公務
員特例法第22条において、さまざまな形態での研修が教員に保障されてい
る。例えば学校外での研修活動や大学院等での長期の研修である。こうし
た機会を積極的に利用することによって自身の力量向上が図られ、それが
児童生徒に還元されることになる。ある意味で教員にとって当然の取り組
みであり、本法は本来教員が自身を高めようとする権利を阻害してはなら
ない、という解釈が成り立つ。教職に就く者は日頃より自身の資質を高め
る努力を怠たらず自ら望んで研修に取り組む存在であり、児童生徒ととも
に成長することを期待されているのである。
　さて例年夏の初めから教員採用試験が各都道府県または政令指定都市に
おいて実施される。近年定年前に退職するいわゆる早期退職教員数が増加
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し、特に小学校教員の新規採用数は他の校種に比して多いという現状があ
る。しかし既卒者が受験することを考えれば大学生のいわゆる現役合格は
やはり厳しいものがあり、中学校、高等学校教員の教科枠での採用ではな
おさらである。日本における教員免許取得は開放制であり国公私立の別を
問わず、また教育学部以外の学部でも課程認定大学に在学していれば教員
免許取得は可能である。教員免許取得者すべてが教職に就くわけではない
ものの、教員採用試験を受験する権利を持つ者は相当数いることになる。
　こうした状況の中、春期もしくは秋期を中心に全国で教育実習が実施さ
れる。教育実習が教員免許取得において重要な位置を占めることは言うま
でもないが、前述のように教員免許状取得をめざす学生がすべて教職志望
ということはない。いわば教員免許だけ取れればよしとする学生を受け入
れる教育実習校は相応の負担が強いられることになる。
　このため教育実習生を送り出す大学側が学生への指導をきめ細かく行っ
ていることは想像に難くない。教育実習の意義や実習内容はもとより、服
装などの身だしなみに関してまで、である。しかし教育実習生がどのよう
な構えで教育実習に取り組み教育実習期間を充実した時間にするかは、教
職に就くか否かは別としてあくまでも本人の問題であろう。
　また教育実習期間に大学教員が直接的な指導をする機会はほとんどな
く、教育実習の指導内容やプログラムは概ね実習校に委ねられている。指
導の実際を大学側が知るには、実習生の情報を積極的に収集する、もしく
は実習校と共同でプログラムを開発しその運用状況を実際に学校へ出向き
確認する他はない。教育実習生がどのように学び力を蓄えていくのか、あ
るいは教職への意欲を高める、もしくは減退させるかは教育実習生の実際
を観る以外ないのである。イギリスを例にとれば、大学教員が教育実習プ
ログラムの運営に携わり学生の実習期間中に指導できるメンター制度が確
立している。また教員免許の取得制度が開放制の日本と異なっているの
で、想定される採用数以上を対象とする教育実習を行う必要がない。つま
り限られた学生を教育実習校と大学が共同で育てていくことができるので
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ある。
　以上のように大学等教育機関の責務は大きくその取組の実際については
内田（2013）が論述しているが、教育実習事前指導を皮切りに、その後続
く教育実習、さらに事後指導、教職実践演習との連関を想定し、将来学生
が有為な人材として育成する必要があろう。もちろん教職に就かない学生
が多くいる現状を踏まえる必要はあるが、大学としての教員養成プログラ
ムの充実は、学生の教職への一層の理解と認識を育む上で喫緊の課題と言
えよう。
２　研究の目的　
　本研究では、中学校及び高等学校の保健体育科教員免許取得をめざす学
生による模擬授業の経験が、学生にどのように意味づけられ、教育実習に
おいて発揮されたかを学生の記述および語りの解釈から明らかにすること
を目的とする。この研究によって、各実習校に委ねられている教育実習の
指導内容の充実に向けた方策の提供が期待されるとともに、教員養成機関
の責務として良質の教育実習関連授業を構想する一助となると考える。
３　研究の方法
３－１　日誌の記述内容の解釈
　本研究の目的を簡潔に述べれば「保健体育科模擬授業の経験が学生に
よってどのように意味づけられ、教育実習においてどのように発揮された
か」である。本学で実施される保健体育科模擬授業に関する指導は、公式
に設定された授業のみならずそれ以外の時間を費やして行われる担当者と
受講生との意見交換をも含みこむ。対象となる学生にとって、授業担当者
は複数の講義において関わりを持ち、また日頃より交流のある「よく知る
存在」である。また担当者は教職免許関連の授業を担当しているため同様
に学生を「比較的よく知る存在」、また ｢気になる存在｣ として認識して
いる。学生が教育実習に臨む際になされる担当者との情報交換は、これま
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で築かれた人間関係に基づいて展開され、担当者はこの場においてそれま
での指導が学生にどの程度受容されているかを知る格好の場として位置づ
く。模擬授業実施と省察、さらに教育実習に向けた交渉の場は、以上のよ
うな関係性が構築された両者によって成立する。担当者と学生との関係性
に基づいた授業改善への試みが必要であり、学生の事実に基づいた授業内
容の質的向上が図られるであろう。
　その上で有用な資料となり得るのは教育実習日誌（以下、日誌とする）
である。学生は日誌に一日の出来事を記録し概ね翌日に提出、指導教員に
よるコメントが記された日誌が返却され、また当日の出来事を記録すると
いう営みを繰り返す。筆者は小学校教員時代に教育実習生指導を毎年担当
し、日誌の記述が分量のみならず内容も充実していく様を見てきている。
特に児童に関する記述がより具体性を帯び、自身の教授行為や児童への関
わりについての省察を伴って問題意識の高まりにつながっていく。まさに
実際を想起させるような記述へと変化していくのである。ここに著わされ
た記述を解釈していくことは、教育実習を控える学生にとって有用な情報
となるばかりか、教育実習関連の講義の充実に寄与するものと考えられる。
　さて日誌には教育実習中の諸々の出来事が数多く記されるが、この出来
事を学生はどのように意味づけているか。特に保健体育科の授業は身体活
動を中心とした内容で進められることになり、生徒が一所にとどまって活
動をすることはまずない。おそらく学生はさまざまな思いを巡らせながら、
「今ここで」繰り広げられる生徒の動きに即時的に対応していることであろ
うし、その行為の省察はある程度の心の落ち着きを伴って成し得るものと
思われる。
　この点から本研究では、学生が日誌に記した出来事のうち模擬授業との
関連や先行研究を通して象徴的ととらえたものを、鯨岡（2012）が提唱す
る『エピソード記述』の観点から解釈を試みる。すなわち、記述の個別具
体性、文脈依存性並びに固有性について熟慮することによって、記述され
た事象のもつ隠された多声的な意味を掘り起こすよう努めた。これまで述
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べたように、このようなアプローチを可能とするのは、解釈者（＝筆者）
が学生たちと日常的に親交を持ち、かつ当該模擬授業の担当教員でもあっ
たことに大きく依っている。
３－２　学生による「出来事」に関する語りの解釈
　学生が教職に対してどのような像を描き1か月弱の教育実習に臨もうと
しているか。担当者には学生の現状を把握しその状況をふまえた指導が求
められる。こうした経緯から学生が取り組む教育実習において、担当者は
学生への指導責任を負うだけでなく、学生の「内側」にある事柄を共感的
に受け止め、学生に理解を持って関わることのできる存在として位置づく。
また担当者は教育実習において実際にはその場にいることは不可能である
が、問題場面に遭遇したり自身での解決が困難な場合に関わることを必要
とされる存在でもある。担当者、学生ともに教育実習に関してのいわば「当
事者」なのである。
　上野（2003）は医師と患者あるいは障害者との関係を例に「当事者観」
を述べる。上野はこれまでの医療や対策が事象を客観視できるとされる医
師の意見を元にとられてきたことを疑問視し、一方の当事者である患者や
障害者の思いを重視すべきとしている。教育現場においてこの関係性に基
づく授業づくりは比較的多く行われており、「子どもの思いや願いを大切に
した授業づくり」は決して珍しいものではない。佐藤学（1995）は教師を
「対話的他者」1）という概念を用い言及しているが、佐藤は教師の役割を本
来授業は学習者のために実施されるというごく当然の授業観から述べてい
る。大学で実施される講義は小学校中学校高等学校で行われる授業に比し
て多人数を対象に実施されることが多く、また学生の反応もそれほど豊か
なものとは言えない。しかしながら上野の論を借りれば、講義を施す側と
施される側が当事者である以上、その後に立ち現れる問題を両者が当事者
として考えていくことは当然の営みといえる。また伊佐野ら（2010）は、
小学校における体育授業を観察する際に児童ができるだけ観察者を気にせ
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ず普段通りの学習活動が行えるよう、児童との関係づくりを事前に行って
いる。その上で授業者と学習者（＝児童）が織りなすさまざまな出来事を
フィールドノーツに記録し、こうした出来事の解釈を当事者にできるだけ
近い立ち位置から行っている。
　そこで先述の種々の出来事をより教育実習生の意識や思いを受け止めな
がら解釈する上で、学生1名を選定しインタビュー 2）を実施する。筆者に
とって象徴的な出来事も、授業中の学生への思いに至るには出来事の背景
や経緯を把握せずして、さらに本人の語りなくして解釈を豊かなものにす
ることができない。
３－３　対象学生Kの選定にあたって
　Kは所属するクラブにおいて中心的な役割を担う学生である。大学の強
化指定を受けているクラブ所属ということから、大学卒業後も競技を継続
するのかを問うと、学生にて競技を終えるつもりとの話だった。また2年
次に筆者の担当授業を履修した際、日本人学校への興味と就職の可能性に
ついて筆者に質問し自身の思いを語った。これまでの様子から教職への希
望はさほど強くないと感じていたためさらに尋ねると、むしろ海外での就
職や生活に関心が強く、教育学部生という自身の環境から教員としての就
職を考えていることがわかった。
　3年次開講の教育実習事前指導を履修したKは、開始直後の調査におい
て「教育実習をかなり楽しみにしている」と記述した。また教育実習開始
直前には、教育実習が始まったらぜひ挑戦したい教材があると嬉々とした
表情で筆者に話し、その教材とチャレンジしたい理由も併せて語った。
　筆者はいくつかの講義の担当を経て、Kが人間関係づくりのスキルや周
囲への気配り、また意見表出の姿等、教員としての適性や資質をある程度
備えた学生であるととらえていた。教育実習において学生が何を学び成長
の姿を見せるかに関心を持つ筆者には、Kは格好の存在である。以上の点
からKを対象学生として選定し、インタビューを教育実習後に行うことを
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本人に伝え了承を得た。
４　本論
４－１　Kと教材「シンクロマット」を結びつけたこと
　教育実習を終え大学に戻ってきたKと顔を合わせ筆者が教育実習につい
ての感想を問うた時、「シンクロマットをやりました！」と嬉しそうに話し
た。Kにとってシンクロマットという教材がどのような意味を持つか。こ
の背景には模擬授業での本教材との出会いが推察される。
　この教材はマット運動の集団演技として授業実践が数例紹介されてい
る。またシンクロという名称は、跳び箱運動やなわとびの教材にも用いら
れ、いずれも集団で取り組む演技を指す。教育実習事前指導においては、
その旨を学生に紹介した経緯がある。その後模擬授業ではマット運動と跳
び箱での集団演技が採り上げられたが、Kはこの時に初めてこの教材を知
り興味を持ったようであった。このことを契機にKが「シンクロマット」
という教材に出会うこととなった。
　本講義では40名近くの履修者に1授業を担当させることが難しく、数名
でのグループで1授業を担当し交代で授業者になる方式を採り、さらに同
時間帯に2授業を並行して実施している。Kはマット運動については生徒
役として参加、跳び箱の集団演技には生徒役としては参加せず、隣で実施さ
れているマット運動の模擬授業に参加していた。Kはリフレクションシー
トにこの跳び箱の集団演技について次のように記述している。
シンプルなマットや跳び箱にシンクロという動きを取り入れると華や
かなものになった。生徒側も楽しめるし、見ていても楽しい。達成感
も出てくると思う。“シンクロ〇〇”という授業づくりのイメージがわ
いた!!ここで、こういうのもあるんだということがわかってよかった。
　この跳び箱の集団演技については、2授業が終わった直後のリフレク
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ションの場面においても生徒役の学生から肯定的な評価が多く聞かれてい
た。その理由として、学生らが経験したことのない授業内容であり学生の
跳び箱運動に対する既成概念を崩すものであったことが語られた。前述の
通り、K自身もこれまでの体育授業においてこの教材に触れたことがな
かったと記述し、集団演技のよさを眼前で繰り広げられた事実から実感し
たと言える。このエピソードを通し、Kはマット運動での集団演技の可能
性を感じることとなったと考えられる。またリフレクションシートでの質
問（他グループの模擬授業から学んだこと）に対して以下のように記述し
ている。
自分がもし、この単元の授業をするなら、ということを常に頭に置い
て取り組めた。そのグループの良さ（真似したいと思う所）も、直し
た方がいいという所も両方見れて、自分が教育実習等授業をする際の
ポイントがわかった。
　上記のような記述は多くの学生によってなされることが多いが、次のよ
うな記述については比較的少なく、他の学生に比してKの教育実習への意
欲の高さがうかがわれる。
いろんなアイディアがあって、そのアイディアを使ってのイメージづ
くりもできた。
　この時点で教育実習中に担当する単元をKが知っていたかはわからない
ものの、どのような単元を担当するにせよ模擬授業から単元の情報や収集
した学習指導案を活用しようとしている意欲がうかがえる。さらに「この
事前指導はかなり役立つと思う。この授業があって本当によかった。」との
記述から、Kにとって模擬授業で得られた知識や情報が今後の教育実習へ
の取り組みを勢いづけるものになったと考えられる。
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　このあと教育実習が始まり、Kは実習担当教員から研究授業で採り上げ
る単元の候補を提案される。むしろK自身が決定してよいとの話を受けた
ととらえた方がよい。多くの場合、学校の年間指導計画と配当学年との関
係から単元を指定されることとなるが、その意味でKには選択の機会を与
えられたことになる。その際Kは研究授業を1年生のマット運動で取り組
むことを決め、教材をシンクロマットとした。この経緯をKは実習5日目
の日誌に次のように記している。
今日、やっと体育の方の話をすすめられてよかったです。マット、バ
ドミントン、バレーの中で研究授業、ということで私はマットにさせ
ていただきました。マットになったら絶対やってみたいものがありま
した。“シンクロマット”です。私も自分がやる側にすらなりたいと思う
ような教材です。今からもうウキウキです。でもいざ自分が子どもた
ちの前に立って授業をするとなると、やっぱりまだまだ不安です。自
分が不安になるならまだしも、子どもたちが不安になるのは避けたい
と思うので、子どもたちの前では堂々と！やれたらいいと思います。
　授業実施についての不安はおそらく多くの教育実習生が抱えるものであ
ろう。Kも少なからずその不安を抱えつつ、自分で取り組みたいとする教
材が実施できる期待を表出している。この時点では生徒がシンクロマット
を肯定的に受け止めるかの不安も持ち合わせていたと思われるが、教育実
習の場で自分が望んだ教材を実践できる喜びが不安を上回っていたと解釈
できる。その意味で体育授業への前向きな姿勢がKのそれ以降の取り組み
を勢いづけることにつながっている要因の一つととらえることができる。
４－２　シンクロマットにまつわる３つのエピソード
４－２－１　１年生教室へ出かけたこと
　教育実習開始11日目（第3週1日目）昼休みにKは1年生教室に出向い
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た。Kは2年生の配当だが、3学年分の授業に関わっていることもありそ
の行為自体は珍しいことではない。以下はKの日誌への記述である。
　お昼休みに1年生の教室に行ってきました。体育を見ている分、女
の子がよく話し掛けてくれます。その時質問してみました。『シンク
ロマットどう？』『普通にやるマットとシンクロマット、どっちがい
い？』そしたら『シンクロマット!!!』と言ってくれました。嬉しかっ
たです。次は中間、堂々と他のグループの演技が見られます。他のグ
ループの真似したいところ、自分たちにはない良さを見つけられると
いいなと思います。そして中間発表の後、どう動き出せるかがポイン
ト…！全グループをまわって、研究会の時、子どもたちにプラスとな
る助言ができたらなと思っています。
　Kが教室へ出向いた目的は定かではなくインタビューでも明確に覚えて
いないとした。女子への質問も予め準備したものとも判断できない。おそら
く他愛ない会話の流れでの問いかけととらえられる。しかしシンクロマッ
トへの思いがあるKにとっては、生徒の反応を知りたいと思うのは当然で
あろう。ところで学んでいる生徒の反応はいかにして表出されたか。
　Kが実践しているシンクロマットは1年生女子クラスを対象として行わ
れている。この教材の授業は実習7日目、8日目、10日目（第2週）に行
われており、教室に出向いた11日目には生徒も授業内容を理解して取り組
んでいる時期ととらえることができる。実習生に対して気を遣っての反応
と考えられるものの、Kはそのように受け止めていない。生徒がどのよう
な体育授業、特にマット運動の授業をこれまでに経験してきたかはわかり
かねるが、集団演技という比較的珍しい内容に対して新鮮さと面白さを感
じていたことが推察される。
　こうした生徒の反応がさらにKの授業への見通しを確実なものとし、授
業への意欲を勢いづけることとなる。というのも研究授業は実習20日目、
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つまり最終日に設定されているが、その時の授業のイメージをこの時点で
記述していることになる。意欲を高める生徒の反応を目の当たりにしたこ
とによって、今後の授業展開と研究授業のイメージにまで言及していると
考えられる。いずれにせよ、Kの「嬉しかったです」という記述からは、
その時のKの思いや意欲が素直に表出されているととらえられる。
４－２－２　Kの戸惑いと解決への模索
　模擬授業を教育実習事前指導で採り上げる意味は、小松崎（2010）の論を
待つまでもなく授業を展開するスタンダードを提供することにある。ある
展開を想定した授業を異なる授業者が異なる児童生徒を対象に行うなら、
そこに見られるのは出来事の違いである。それによって出来事が異なった
としても、教材の提示や児童生徒の反応の受け止め方や対応の仕方に授業
者の持ち味が関わってくるのであるから、どちらも授業者・児童生徒双方
にとって意味のある出来事だと位置づけられる。
　そもそも授業とは一回性、非再現性の出来事である。模擬授業において
も同様であり、学生が自身で立案した学習指導案をもって授業に臨んでも
予定調和的に進行することはない。時折学生が発する「指導案通りに授業
ができた」との言葉からは、そのことをよしとする思考が汲み取れる。そ
うであるなら、授業者として省みるべきは「指導案通りに進めたことで
『落としてしまった子ども』『捨ててしまった子ども』がいなかったか、い
や、おそらくいたはずだ」との推察であろう。また目論見通りに事が進ま
なかったとして、授業ではそれが常であり失敗ではない。「なぜ○○さんは
あのような発言をしていたのか」「○○くんの行動をどのように受け止め
たか」を可能な限り授業の場面に立ち戻り省察をすることにこそ、授業を
行った意味があるではないだろうか。
　比較的順調に教育実習を進めていたKは、模擬授業では経験しなかった
「出来事」に立ち会うこととなる。第4時（実習15日目）の記述に、第3時
までに見られなかった生徒の具体的な姿が記述されている。
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今日は中間発表という一つ節目となる授業でした。ほとんど完成して
いるグループとそうでないグループ、差が結構開いてしまっている
な、と感じました。仲間の中にいまいち入りきれない子がいて、どう
すればやろうとしてくれるのか。「できない」の一点張りでした。一人
は何とか「がんばってみる」と言ってくれましたが、もう一人の子は
とにかくやろうとせず、投げやりになってしまっていました。上手く
やる気を引き出すことができればいいんですが。次回のグループ活動
の時間、たくさんとれる時にそのグループに指導援助できると良いで
す。そして、いろいろなアイディアを教えて（提案）あげたいと思い
ます。難しいのをやりたいという気持ちはわかります。でも、それよ
りも全員でできる本当に簡単な技でもやりようによっては美しいもの
になる。そこをわかってほしいです。
　第3時までも「気になる子」は確かに授業に参加していたのだが、Kはさ
ほど注目していなかったか敢えて注目しないようにしていたと思われる。
順調に進むグループの活動に目が向き教材のよさを生徒の動きを通して感
じ取っていたであろう。ところが中間発表によって実は順調ではなかった
ことを思い知ることになる。どのグループも嬉々として取り組み中間発表
が生徒の意欲を加速させるはずだったのに、そうではなかったことを「気
になる子」から気づかされることになった。Kにとって初めての戸惑いが
立ち現れてきたのである。またその子の存在だけでなく、Kが願う理想的
な演技のあり方と生徒の演技に向けた取り組みやそれから感じ取れる生徒
の意識との間にズレが生じていることにも気づかされている。生徒の「よ
し」とする演技は難度の高い技を組み込むことであり、Kは全体として美
しさを求めている。Kの生徒の意識に対する疑問を持つ様子がうかがえる
のである。授業での戸惑いが自身では消化しきれない事態になっており、
「書かざるを得ない」心境に至ったのではないか。
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　Kはインタビューの際、自身の子ども時代は体育授業において比較的技
能上位者であったとし、さらに授業では「教え役」を請け負い（請け負わ
され）、それがために学習を楽しめなかったと語っている。この時点で「こ
のグループはこのレベルで十分（であろう）」とするKの見とりは生徒をや
や低く見積もっていたと受け止めることができる。さらに意欲の低い（否
ほぼない）生徒を活動に巻き込むには、あまり高難度の演技を求めること
が逆効果になるという恐れをも感じ取っていたのではないか。　
今日は進行度が低い状態のチームを主に見ていました。前回より何と
かまとまりだしてアイディアもいくつか出しながらできていました。
一人の子がどうしてもやろうとしてくれず、グループの仲間ですらも
うかまってあげておらず、私も困りました。それで一言言ってしまい
ました。「グループでつくり上げるものなんだから、誰か一人の言動が
迷惑になることもあるんだよ」と。でもそういうのを考えながら仲間
と、仲間のためにがんばろうとできるシンクロマットはそれも良さに
なると思っています。そのどちらをももった生徒たち（グループ）が
今見られます。それは私にとってすごくありがたいこと、勉強させて
もらっています。その一言を言ったあと、彼女自身もその彼女がいる
グループ自体も変わり始めました。それが嬉しかったです。
　これは第5時の記述である。この授業でKは「気になる子」に注目し、
前時の様子から「このグループ」を中心に関わろうと決めて臨んでいる。
　体育授業において生徒全員に目を配るのは容易ではない。第5、6時が
当初よりグループ活動の予定であり、本時ではいわゆる定点観察に踏み切
ることができたようであった。もちろん他のグループの進度にできる限り
近づけてあげたいという思いもあったであろうが、その要因とKのとらえ
ていた「気になる子」への意識が自身の行動を決定づけたととらえられる。
では何がKに「気になる子」への一言を言わしめたのだろうか。Kの発言
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には、その子に他者の存在や関わり方へ目を向けてほしいとの思いが込め
られているのではないか。当初順調に進んでいたと思われた授業において
浮上してきた「気になる子」が、Kに「このまま進めてよいのか」「この
ままではまずい」との意識や迷いを生じさせている。そうした迷いの原因
はK自身のやりにくさではなく、「気になる子」のグループのリーダーの
困惑した表情や言動であり、リーダーを通して自身の行為を決定づけたと
とらえるべきであろう。Kは結果として「気になる子」に直接声を掛けた
が、その言葉はリーダーの思いをわかってあげて、という内容と受け取れ
る。それによって少し行動の変容が見られたが、それを自身の発言の結果
とはとらえていない。おそらく声を掛けた後もこれでよかったのか、と迷
いながら授業を進めていたと推察できる。
　Kは当時の状況を、むしろ気になる子が所属するグループのリーダーに
意識が向いていたとしている。リーダーの責任感に甘え自身が本来とるべ
き行動をとっていないことへのふがいなさと同時に、教育実習生としてど
こまでかかわるべきかという戸惑いもあったとし、気になる子への一言は
まさに瞬間的に口から発せられたものだったのである。言葉として発せら
れたKの思いについては日誌に「嬉しかったです」と記しているものの、イ
ンタビュー時においてもこの対応でよかったかわからないと語っている。
このことはそれほどKにとって気がかりな出来事であり、また葛藤の場面
であったと推察されるのである。
　木原（2011）は教育実習生が教育実習中に体育を教える上で心配に思っ
ていることを自由記述させ集計した結果、分類項目「子どもへの配慮」が
第2週の6例から3週目には15例に増加し第4週には14例であったことを
示している。Kの出来事も3週目に起きたものであり時期としては類似し
ている。こうした心配は生徒への理解が進み授業の見方が変わってきた段
階で立ち現れるものととらえられ、Kの生徒への眼差しにも変化が起きて
きたと推察される。
　教師もこうした戸惑いや自身の行為への反省を日々繰り返しながら、そ
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れでも立ち止まることなく指導を続けている。教育実習のまとめとして行
われる研究授業を目前に控え、授業全体のデザインに気を取られるこの時
期に立ち現れた「気になる子」やリーダーの存在、それらにまつわる出来
事はKが記す「勉強させてもらっています」の言葉に集約されている。
４－２－３　研究授業を50％以下と評価したこと
　実習20日目（最終日）にKの研究授業が実施された。以下、研究授業に
関する記述である。
体育の研究授業はあまりよくありませんでした…。自分的には50点も
いかないくらいかと…。色々なことをご指導いただいて、ありがたい
こともおっしゃっていただいたんですが。もっとこうすればよかった、
ああすればよかったと後になって考えてしまって、終わってからじゃ
遅いのに…。でも子どもたちは本当にがんばってくれて、演技は大成
功!!!でしょう!!この短期間ではじめてのとりくみを立派にやりとげて
くれて…、楽しそうにやっている姿を見られて嬉しかったです。”あり
がとう”ともう一度言いたいです。
　この「50%以下」という評価をどうとらえるべきか。Kの授業での実感
や手ごたえにしてはやや低い評価であったと感じるが、この評価にはむし
ろKの成長の姿を見ることができる。
　生徒の学習成果はKから見ても十分なものであった。前述の出来事も手
伝い、困難を乗り越えた生徒の可能性や演技に素直に感動している様子が
うかがえる。参観した教員の言葉は好意的であり4週間の取り組みにある
一定の評価をしていたものと推察される。しかし授業の実際やそれまでの
生徒とのかかわり方や手立ては十分であったか、生徒の演技にどの程度寄
与できたのか、Kは自身に物足りなさや未熟さを感じているように思われ
る。この点については全体として抽象的な記述が目立った。そのため筆者
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はインタビューから具体的な状況を明らかにしようと試み、その結果K自
身の特に時間配分に関する意識が浮き彫りになった。以下はインタビュー
の概要である。
　
U：ひとまず気になる生徒については改善の方向が見えたけれど、最
後の研究授業のコメントの中で50％と評価している。それについて
は具体的に書かれていない。授業を参観してくれた先生方も評価し
てくれていたということだが、なぜ消化不良みたいな感覚が残った
のか。
K：はっきり覚えていないが、すっきりしなかったというのは覚えて
いる。
U：最終日の最後の授業だから、もっと成果や自分の成長の姿を先生
方に見せたい、という思いもあるのか。子どもたちについてはよく
がんばってくれたと書いているから、ある程度の満足を得られる結
果だったのだろう。しかしそこでまたずれがある。具体的に何がだ
めだったとか、何がうまくいかなかったとか、という思いと違うも
のかな、ととらえたが。
K：子どもたちの発表は本当に良かったと思えるのでいいと思うが、
発表以外のところで。
U：むしろそこに自身の成長があったのかなと思った。自分自身に納得
がいかないというか子どもたちはこんなに頑張ってくれた、それは
あなたが一生懸命子どもたちに関わって、気になる子もいた中で迎
えた最後の授業。きっともっとこうしてあげたかったとか、私（＝
K）のことではないような気がする。もっとこういうふうに関わっ
てあげれば子どもたちにいい思いをさせてあげられたとか、僕はと
らえているのだけれどただ証拠がない。
K：（約30秒、Kが日誌の最終日のコメントを読む。）そうですね、な
んかもっとこうすればよかったって言っているので（しばし黙考）。
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U：今までシンクロマットで突き進んできたが、教材についてもっと
深いところを求め始めたのか。たとえばいくつかのテクニックの部
分もあると思うが、どちらかというと、K自身は子どもたちがそれぞ
れのグループでがんばってくれていることがとてもうれしくて、い
いよっていう思いだった。しかし少し冷静になってみると「うん？
この子たちならもっとこういうこともやれたのではないか」とか、
自分の、これは失礼ながら言うけれど、力のなさを感じたから、そ
れがこの50％という表現になったのかな、ととらえたが。
K：そうですかね。
U：実際に担任になっていれば、今日はこういう思いになっても、ま
た明日がある。また同じ教材をやるなら次の学年でという考え方も
できる。ラスト、もうどこかでリミットがある、というところも感
じながら、それがだんだん日を追うごとに高まってきたのではない
かな、そういう受け止めをしている。K自身がそのときにどんな思
いだったのか。（Kが）実習の中の最後の授業の評価で自分を厳しく
見た。今までも子どものことはずっと共感的というか肯定的という
か、受容しているという様子はよくわかる。子どもからもいろんな
ことを学んでいるのだろう。でも最終日の姿が、自分が今日こうい
う授業こういう授業で終わってしまったという、自分への許せなさ
もあったのかな、と思った。
K：何がというのは自分でも今思い出せない。ただ一つ、時間をいつ
も気にしていた。4時間目に（授業が）終わるということが多かっ
たので、そうなると給食が次にあるのであまり長引けないというこ
ともあり、この発表の時も（指導案では）発表の時間を取りあとは
紙に書いて、（演技の）いいところを発表するという時間をとってい
た。それが淡白というか、時間を区切りすぎて、はい次、みたいに
なっていた部分もあった。というのも、ちゃんと、どこがとか、中
1なので、（生徒の発言が）「よかったと思います」「きれいでした」
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とか、そういう点は出てくるが、そのグループのどこに何を感じた
のかとかそういう考えはあまり出せなかったし、自分も時間に追わ
れていたので、次行きましょうみたいになってしまった。
U：なるほど。浸りきれなかった、ということか。
K：たぶん。そのよさを本当はもっとみんなに知ってほしかったのだ
けれど。もっと「このグループはこういうところがいい」というの
が、それをみんな見ていて「ここはすごい」というのはわかるのだ
が、何がどうすごいかをもっとみんなで共感できるようにしたかっ
たが、最後もたぶん端的にまとめてしまっただけかなと思ったので。
U：自分の時間配分とか授業展開の、一つのシステム、そういうとこ
ろにちょっとこだわり過ぎたというか。当然、それはね。なるほど、
やっぱり最後まで実習生だから、中には思いきり授業が延びちゃう
人もいるけれど、そこはやっぱりまずいという前提がKにある。
K：前の方（＝単元開始当初の授業）で失敗しているので、時間配分
で。
U：（日誌に）書いてあった。
K：最後の一番大事な整理体操を疎かにして終わることもあったので。
U：シンクロマットについて非常によくわかる話だった。チャレンジ
してよかったか？
K：もうすごくよかったと思う。その最後にもありがたい言葉を担当
の先生からもらった。「そういうのを知らなかったからそういうのを
教えてくれて僕も感謝している」と言ってくれた。一番自分がやり
たかったのだが。
　Kは研究授業において時間配分が思うようにいかなかったと語り、その
理由を研究授業が第4校時に行われたこととつなげている。以前担当した
第4校時の授業で、給食時間にまで延長できないというプレッシャーでま
とめをうまくできなかったとし、今回も演技発表の時間は保障できたもの
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のまとめが消化不良になってしまったという実感があったとした。Kとし
ては演技発表についての相互評価の時間をより具体的な言葉、例えば「こ
こがよかった」「ここに工夫の跡が見られた」等のやり取りを願っていた。
しかし実際は淡々と進行した感が拭い去れず、十分なまとめができなかっ
たと振り返っている。こうすれば、ああすればと感じた原因を時間配分の
甘さとKは語っているが、筆者はKのシンクロマットのよさをさらに生徒
に味わわせたかったとの強い思いとは裏腹に学習をまとめきれなかった自
分のふがいなさを悔いているようにとらえている。
　またこの思いこそ次へのエネルギーになるのだが、本人には意識化され
ていない。というのも、この日が教育実習最終日であり、生徒に対して再
度授業をすることができないという現実がある。日誌を記録したのは教育
実習が終わった後であり、ともすると当日の記述が最終日の感傷に浸るだ
けで教育実習を美化することもできる。しかしKは時間が経った後だから
こそ冷静に自身の授業を振り返り、生徒や指導教員への感謝の言葉を記し
つつ授業の評価を50%以下としているのであろう。
　もちろん自身の取り組んだ教材、すなわちシンクロマットの評価ではな
い。インタビューにおいてもシンクロマットへのチャレンジを「すごくよ
かった」としており、ある程度の成就感はもっていることが推察される。
だからこそ、50%以下とした評価の要因が自身の教授技術に対してのもの
であると考えられるのである。
５　総括
　本研究では、学生による日誌の記述と語りから、保健体育科模擬授業で
得られた経験が教育実習においてどのように意味づけられ、教育実習にお
いて発揮されたかを明らかにしようと試みてきた。Kの記述と語りから教
育実習時の授業実施の様子が概ね把握できたが、Kは模擬授業で得られた
経験をどのように自分自身に落とし込んだか。
　Kの研究授業に対する評価を例にすれば、教育実習生が時間内に授業を
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終えることに神経を使っている様子が見受けられる。そして時にそれが授
業の評価と同一視されている。学生の多くは模擬授業での授業者役を担当
したことによって「教材研究の不足」を学んだとし、その考えに至った理
由として、授業時間の配分の甘さ、提示した教材への知識や理解の不十分
さなどを挙げている。換言すれば生徒を前にして想定通りに授業が進まな
かった事実をありのままに受け止めているといえる。学生の一人が記述し
た「教材研究をどれだけしてもし過ぎることはないことが分かった」との
言葉には、おそらく事前検討の時間量と合わせ斟酌すべき内容があること
を内包していると言える。
　この点から見ればKは本人の望む教材を実習担当教員との打ち合わせを
通して提案、実行しており、その責任の重さを踏まえ相応の教材研究を進
めてきたものと考えられる。それでもKの意識には授業展開での気がかり
なこととして時間配分が最後まであり続けた。夢中になり取り組んだ集団
演技を生徒が共感的に受け止めてほしいとするKの願いは、終了時刻を守
るべきとする教育実習生ならではの「禁止事項」の意識によって、K曰く
消化不良感を味わわせることとなった。この点に関してKは生徒に感想を
求めておらず、生徒がKと同様の消化不良感を味わっていたかは推察の域
を出ない。しかしKの表情や授業中の声がけ等に焦燥感は表れていたと思
われ、その影響が生徒に与えていたことは否めない。
　本研究は質的研究の一つであり、解釈者がどの立場から解釈を試みるか
が問われる。先述のように教育実習を一大事とする学生の傍に立つ解釈者
も、学生とともに当事者であることが求められた。それが可能となるのは、
両者が「ともに考えようとする」関係であることが重要であった。この点
では、筆者は学生が立ち会った出来事を解釈する立場になり得たと考える。
また学生の問題意識は個々に異なり、出来事への受け止めには少なからず
違いがある。この点では、筆者が教育実習そのものに指導担当者として立
ち会ってきた経験から出来事の解釈を行うことが可能となった。以上のこ
とから、学生の問題意識に一層寄り添って解釈を施していくことの一つの
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可能性を示すことができたものと受け止めている。
　一方で解釈者の解釈が唯一無二のものであるはずはなく、解釈する力量
の向上に努めるのは言うまでもない。こうした取り組みを継続していくこ
とで、今後はその成果を数量化して示す方法もまた一つの試みとなる。そ
の成果に「個」をどのように位置づけるかが授業者の重要な役割であり、
授業内容においてもさまざまな「個」の存在があることを踏まえ、多様な
授業展開を模索することが求められる。
注1）佐藤学（1995）学びの対話的実践へ，佐伯胖，藤田英典，佐藤学（編）学びへの誘い　シ
リーズ学びと文化1，東京大学出版会，p.85
注2）インタビュー調査の資料化にあたっては，河西（2005）に倣い，被調査者の確認をとっ
た上で作成した。
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